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 はじめに 

 

自転車は、誰もが気軽に利用でき、健康づくりに資する、環境負荷も少ない身近な交通手

段です。車中心から人中心の、環境にやさしいまちづくりを進める上で、自転車を活用して

いくことが重要です。 

東京都は、自転車保有台数が全国で最も多い都道府県であり、通勤・通学など広く都民に

利用され、鉄道や自動車とともに都内における重要な交通手段の一つとなっています。 

その一方で、都内の自転車関連事故の発生件数はここ数年増加傾向にあります。また、都

内の自転車関連事故が全事故に占める割合は、2019年には 39.0%であり、全国平均の 21.1%

と比べて高く、自転車利用環境の安全確保が課題となっています。 

このような中、自転車の活用による環境負荷の低減、災害時における交通機能の維持、国

民の健康増進等を図るとともに、自動車への依存低減や、交通手段としての自転車の役割拡

大、交通安全の確保を図ることを基本理念とした「自転車活用推進法」が 2017年 5月に施

行されました。これを受けて、国は「自転車活用推進計画」を 2018年 6月に策定しました。

また、法第 10 条に基づき、東京都は「東京都自転車活用推進計画」を 2019 年 3 月に策定

し、都内における自転車活用に関する施策の推進を図ってきたところです。本計画は 2020

年度までの計画期間となっており、引き続き、自転車活用の推進を図ることが重要であるた

め、計画を改定することとしました。 

一方、2020 年に入り、新型コロナウイルス感染症の拡大により、自転車を取り巻く社会

情勢は大きく変化しました。「密閉、密集、密接」の３密を回避する交通手段としての自転

車利用や、宅配デリバリーサービスの利用増加などを背景に自転車の利用が拡大し、都にお

いても、「新しい日常」が定着した社会に向けて徒歩や自転車の利用を推奨しています。 

 こうした状況を踏まえ、改定に際しては、新しい日常への対応も加え、通行空間整備や交

通安全の計画を包含した法定計画として、都の自転車活用に関する多種多様な施策を総合

的に取りまとめました。 

 なお、計画改定後は、引き続きフォローアップを実施し、着実に施策を推進していきます。 

 

  



 

 

2 

 第1章  概要 

 

 1  計画の位置付け 

 本計画は、自転車活用推進法第 10条に基づき、国の自転車活用推進計画を踏まえて策定

するものであり、都市づくりや交通、健康、環境、観光等、都の自転車活用に関する施策の

総合的かつ計画的な推進を図るための基本となる計画として位置付けます。 

 本計画の位置付けを図 1-1に示します。 

 

 

図 1-1 東京都自転車活用推進計画の位置付け 
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 2  計画の概要 

 （1） 計画の目的 

東京都は、少子高齢化や人口減少が進行する中においても、都市の持続的発展を可能とす

るために、集約型の地域構造への再編を進め、車中心から人中心の、居心地が良く歩きたく

なる都市づくりを促進していくこととしています。 

こうした将来の都市づくりにおいて、自転車を環境負荷低減や健康増進に寄与するだけ

でなく、重要な交通手段の一つとして、誰もが安全・安心・快適に利用できる環境づくりを

進めていきます。 

また、新型コロナウイルス感染症の拡大を契機として、「密閉、密集、密接」の３密を回

避し、感染症の拡大防止と経済社会活動の両立を図る新しい日常にも対応する、サステナブ

ル・リカバリーの考え方に立脚した強靭で持続可能な都市づくりを進める視点からも、自転

車活用を推進していきます。 

 

 

 （2） 計画の区域 

計画区域は、東京都全域（区部及び多摩・島しょ）とします。 

 

 

 （3） 計画の期間 

自転車活用を推進するにあたり、中長期的な施策の効果発現を目指すとともに、本計画と

関連を有する各種計画との整合を図るため、期間は 2030年度までとします。 
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 （4） 関連する既存計画 

表 1-1 国の計画 

自転車活用推進計画 

策定日 2018年６月８日 計画期間 2020年度まで 

概 要 

（位置付け） 

 法の基本理念に加え、国の責務等を明らかにし、及び自転車の活用の推進に関

する施策の基本となる事項を定めるという法の目的にのっとり、自転車の活用の

推進に関する総合的かつ計画的な推進を図るため、法第９条に基づいて定めるも

のであり、我が国の自転車の活用の推進に関して基本となる計画として位置付け

る。 

 

（目標及び施策） 

以下の４つの目標達成のために、具体的に実施すべき施策を定める。 

目標１ 自転車交通の役割拡大による良好な都市環境の形成 

１ 自転車通行空間の計画的な整備の促進 

２ 路外駐車場の整備や違法駐車取締りの推進等による自転車通行空間の確保 

３ シェアサイクルの普及促進 

４ 地域の駐輪ニーズに応じた駐輪場の整備推進 

５ 自転車のＩｏＴ化の促進 

６ 生活道路での通過交通の抑制や無電柱化と合わせた自転車通行空間の整備 

 

目標２ サイクルスポーツの振興等による活力ある健康長寿社会の実現 

７ 国際規格に合致した自転車競技施設の整備促進 

８ 公道や公園等の活用による安全に自転車に乗れる環境の創出 

９ 自転車を利用した健康づくりに関する広報啓発の推進 

10 自転車通勤の促進 

 

目標３ サイクルツーリズムの推進による観光立国の実現 

11 国際会議や国際的なサイクリング大会等の誘致 

12 走行環境整備や受入環境整備等による世界に誇るサイクリング環境の創出 

 

目標４ 自転車事故のない安全で安心な社会の実現 

13 高い安全性を備えた自転車の普及促進 

14 自転車の点検整備を促進するための広報啓発等の促進 

15 交通安全意識の向上に資する広報啓発活動や指導・取締りの重点的な実施 

16 学校における交通安全教室の開催等の推進 

17 自転車通行空間の計画的な整備の促進（再掲） 

18 災害時における自転車の活用の推進 
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表 1-2 都の総合的な計画 

東京都長期戦略（仮称） 

策定年月  計画期間  

概 要 策定中 
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都市づくりのグランドデザイン 

策定年月 2017年９月 目標期間 2040年代 

概 要 

（位置付け） 

2016年９月に東京都市計画審議会から示された答申「2040年代の東京の都市

像とその実現に向けた道筋について」を踏まえ、目指すべき東京の都市の姿とそ

の実現に向けた都市づくりの基本的な方針と具体的な方策を示す。 

 

（都市づくりの７つの戦略） 

東京 2020オリンピック・パラリンピック競技大会の成功とその先の東京の未

来への道筋を明瞭化した実行プランが目指す「新しい東京」の実現に向け、2040

年代を見据え「活力とゆとりある高度成熟都市」を都市づくりの目標として、分

野を横断する７つの戦略を設定し、先進的な取組を進めていく。 

 １ 持続的な成長を生み、活力にあふれる拠点を形成 

 ２ 人・モノ・情報の自由自在な交流を実現 

 ３ 災害リスクと環境問題に立ち向かう都市の構築 

 ４ あらゆる人々の暮らしの場の提供 

 ５ 利便性の高い生活の実現と多様なコミュニティの創出 

 ６ 四季折々の美しい緑と水を編み込んだ都市の構築 

 ７ 芸術・文化・スポーツによる新たな魅力を創出 

 

戦略２「人・モノ・情報の自由自在な交流を実現」 

政策方針６「道路空間を再編（リメイク）し、ゆとりやにぎわいを生み出す」 

・道路ネットワークの形成により円滑な交通が実現する地域において、まちづく

りや地域のニーズに応じ、自転車や歩行者の快適な通行空間を実現する。 

 

政策方針８「鉄道ストックを基軸に誰もが移動しやすいまちをつくる」 

・交通結節点周辺において、地域のニーズに応じ公開空地等への自転車シェアリ

ングのサイクルポート設置の検討を進める。 

・自転車走行空間や駐輪場の整備、ルール・マナーの啓発などにより、自転車の利

用環境を充実し、環境負荷低減や健康増進に寄与する自転車活用を推進する。 
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都市計画区域マスタープラン 

策定年月 2014年 11月改定 計画期間 2025年 

概 要 

（目的） 

 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針「都市計画区域マスタープラン」

は、都市計画法第６条の２に基づき、都道府県が広域的見地から都市計画の基本

的な方針を定める。 

 

（基本戦略） 

 都市づくりビジョン（改定）で示した７つの基本戦略を基に、人口減少・少子

高齢社会の到来、首都直下地震の切迫性、都市間競争の激化、地球環境問題の深

刻化など、社会経済情勢の変化を踏まえ、都市計画区域マスタープランでは、以

下を基本戦略とする。 

 １ 国際競争力及び都市活力の強化 

 ２ 広域交通インフラの強化 

 ３ 安全・安心な都市の形成 

 ４ 暮らしやすい生活圏の形成 

 ５ 都市の低炭素化 

 ６ 水と緑の豊かな潤いの創出 

 ７ 美しい都市空間の創出 

 

基本戦略５「都市の低炭素化」 

（都市の低炭素化に関する主要な都市計画の決定方針） 

・歩行者、自転車、自動車がそれぞれ安全で快適に行き交うことができる道路空

間を確保するとともに、環境負荷の少ない交通手段として見直されている自転

車の利用促進を図る。 

※現在改定中であり、都市計画の案の縦覧は 2020年 12月 2日（水）～同月 16日（水）に行いました。

（https://www.toshiseibi.metro.tokyo.lg.jp/seisaku/master_plan/index.html） 
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表 1-3 都の自転車に関する計画 

東京都自転車通行空間整備推進計画（案） 

策定年月 2021年度早期 計画期間 2030年度まで 

概 要 

（背景・目的） 

自転車は、通勤・通学や買い物、サイクリングなど広く都民に利用される身近

な交通手段となっており、昨今の健康増進や低炭素社会への意識の高まり、「密

閉、密集、密接」の３密を避けた「新しい日常」に対応した交通手段として、自

転車利用ニーズが高まっている。 

その一方、都内の全ての交通事故に占める自転車関連事故の割合は約 4割で、

全国平均の約 2割と比べて高く、今後、自転車の利用が促進されていく中、より

安全で快適な自転車の利用環境の創出が求められている。 

 

（優先整備区間の考え方） 

道路状況や地域特性を踏まえつつ、計画的かつ効果的に自転車通行空間を整備

していくため、以下の３つの視点に基づき、「優先整備区間」を選定する。 

①既存の自転車通行空間との連続性 

 既存の自転車通行空間と接続することにより、自転車通行空間の連続性が形

成され、自転車交通の利便性がさらに高まる区間を優先的に整備する区間 

②区市町村道の自転車ネットワーク計画路線との連続性 

 各市町村の自転車ネットワーク計画路線及びその計画路線と接続することに

より、自転車通行空間の連続性が形成され、自転車交通の利便性がさらに高ま

る区間を優先的に整備する区間 

③自転車交通量や事故の発生状況 

 自転車交通量が多く、事故の危険性がある区間を優先的に整備する区間 

 

（整備形態の選定に関する基本的な考え方） 

自転車通行空間の整備にあたっては、道路幅員の中での自転車通行空間の確

保や、歩行者、自転車、自動車の交通量、駐停車車両や沿道の状況等を踏まえ

て、地域の道路事情に応じた形態により整備を進める。 
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第 11次東京都交通安全計画（案） 

策定年月 2021年度早期 計画期間 2025年度まで 

概 要 

（策定主旨） 

交通事故の防止は、行政機関や、関係民間団体だけでなく都民一人ひとりが全

力を挙げて取り組まなければならない緊急かつ重要な課題であり、交通安全対策

全般にわたる総合的かつ長期的な施策の大綱を定め、これに基づいて諸施策を強

力に推進していく。 

交通事故による死傷者をゼロに近付け、究極的には、交通事故のない安全・安

心な都市東京の実現を目指す。 

 

（重視すべき視点） 

第 10次計画で定めた重点課題及び施策の方向性に、子供の交通安全確保等を

新たに加え、重視すべき視点として整理・設定し、各課題に対応した各種の交通

安全施策に取り組むことにより、交通事故及び交通事故死傷者の発生を抑制す

る。 

１ 高齢者及び子供の交通安全の確保 

２ 自転車の安全利用の推進 

３ 二輪車の安全対策の推進 

４ 飲酒運転の根絶 

５ 先端技術の活用 

６ 「新しい日常」に対応した交通安全対策の推進 

７ 東京 2020大会を踏まえた交通安全 

 

 

東京都自転車安全利用推進計画（案） 

策定年月 2021年度早期 計画期間 2025年度まで 

概 要 

（策定主旨） 

東京都自転車安全利用条例第８条第１項の規定に基づき、自転車の安全で適

正な利用の促進に向けた東京都の施策及び自転車利用者、事業者等の取組を総

合的に推進する。 

 

（実施事項） 

自転車に関わる各主体（行政、自転車利用者、事業者等）は、次の取組を実

施する。 

１ 自転車の安全利用の実践 

２ 自転車の安全利用に関する教育の推進 

３ 放置自転車の削減 

４ 安全な自転車利用環境の整備等 

５ 安全性の高い自転車の普及 

６ 自転車事故に備えた措置 

７ 悪質・危険な自転車利用者に対する対処 

  


